
第53 回大 会〕

lBa-7　　　　　 中等学校家事科教員検定試験研究　 一試験内容 の分析 －

ｌ井上えり子(鳥取大)

目的　　本研究の目的は戦前期に文部省によって実施された｢ 師範学校中学校高等女学校教員検定
-
試験｣( 通称｢ 文検｣) の家事科(r 文検家事｣) の試験内容を解明することである。

方法　｢ 文検家事｣は1891(明治24)年から1943(昭和18)年まで実施されたことが確認されている。
-
この間の試験問題のうち入手できた647 題を対象とし、次の４つの視点から出題傾向の変化を分析

する。①検定委員の構成、②背景となる学問の発達、③中等教育の拡大、④社会の経済的政治的状

況の影響。

結果　　検定委員の構成からみると、試験内容は次の３つの時期に区分できる。I. 成立 、形成期
-
(1893～1911 年)、n. 展開・発展期(1912～1926 年)、Ⅲ。安定・終焉期(1927～1943 年)。i 期は

野口保興、後閑菊野、佐方鑓子が主に検定委員を務めた時期である。この期に中等教育を受けた女

生徒の多くは上流層に限られており、試験内容は豪華な饗応料理の献立作成にみられるように上流

層に対応した設問が多い。ｎ期は近藤耕蔵、井上秀子、甫守ふみ、大江スミなど10 人を超える家政

学者が交替で検定委員に就任した時期である。この期は食物関連の出題が増加し、飛躍的に発展し

た栄養学の成果が試験問題に反映された。また、中等教育の拡大に伴い、中流層に対応した設問が

主流を占めるようになり、当時の経済不況や生活改善運動など社会経済的設問が出題された。Ⅲ期

は近藤耕蔵、井上秀子、西野みよしが検定委員を務めた時期である。この時期の設問は大きく科学

的、経済的社会的、実用的内容に分類され、出題傾向は安定していたが、戦時体制に伴い戦争を反

映した設問が出題された。戦局の悪化により｢文検士は中止に追い込まれ、戦後廃止された。
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長岡女子師範学校卒業生にみる家庭生活と子育ての両立,キャリア形成

○草野篤子(信州大)，高橋桂子(新潟大)

《目的》 就労をめぐる法的環境は順次整備されっつあるが,未だに母親が雇用者として働

き続けることは難しい。しかし, 周辺環境が未整備だった時代にも子を育てながら仕事を継続

してきた女性たちは数多い。アンケート調査やヒアリング調査を通して知恵やヒントを学ぶ。

《方法》 昭和19 ～21 年に長岡女子師範学佼を卒業した女性425 名に職業と家庭生活の両

立に関するアンケート調査を実施,あわせてヒアリング調査協力を依頼。協力回答の得られた

方に順次ヒアリング調査を実施。居住地別にみた回答者分布は新潟市内５人, 長岡市内３人，

東京都４人, 千葉県２人である。調査時 期は2000 年５月上旬～11 月上旬である。

《結果》 主な事例は下記の通りである。

○職業と子育ての両立: 教員年数42 年。東京。義姉と甥の生活を引き受け,一人娘の子守り

をお願いする。教員になる･続けるという明確かつ強い意思･信念／ 教員年数35 年。長岡。

住み込みの子守り(現在も同居)を雇い,2 人の子を育ててきた事鳳 教員後も通信教育で研

鎖を積む／ 教員年数37 年。新潟。配偶者の関与が大きくかつ, 家庭生活と仕事生活はとも

に影響しあう存在であることを体験された事例。｢子と夫に心から感謝している｣

○キャリア形成: 教員年数 匍 年。新潟。３度の単身赴任, 教頭1･ 校長２校。｢こうしなければ

ならないというマニュアルはない｣／ 教員年数５年。東京。勤務時間後に夜間大学で勉強。
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